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どうする？    変わろっか？    お疲れ    抜けない    大丈夫？そろそろ代わるよ    ごめんね
ありがとう   もっとそっち掘った方がいいかも    大丈夫，疲れてない？    次，私がやるよ
大きくなるんだよ，お休み    私スコップ持ってくよ    有り難う    手伝おうか？
代わろうか？   一緒に作業するのはおもしろいなあ   私○○するね，じゃあ，私○○する
その他，「当番を作りスムーズに活動を進行させたとき」（6件），「苗を植えているとき」（6
件），「畝を作っているとき」（5件），「肥料や土を混ぜているとき」（3件），「分からないとこ
ろを互いに教え合っているとき」（2件）が記述されていた。
以上の振り返り記述の結果から，栽培活動を介して学生は多様な人と関わっていることがわ
かった。このように，命あるもの（植物）を育てる営みの中で，「人と共にいる」，「人を感じる」
という体験は，保育を行う立場に立ったときに不可欠な感性であると思われる。よって栽培活
動は，保育の理解を進める方法として有効であることが推察される。
6．まとめ
本稿では，幼児教育体験学習における栽培活動に焦点を当て，植物（もの）を育て，育てた
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保育者養成における「ひと・もの・こと」に出会う体験型学習プログラムに関する実証的研究（4）
ものを活用する（こと）を通し，学生にどのような変化が見られるのか振り返り記述をもとに
分析してきた。学生はこれまで体験したことのない栽培活動を実践する中で，多様な人と出会
いながら関わりを持ち，広げ，深めていることが伺えた。中でも栽培活動という「こと」を介
して「ひと」へのつながりが多く見られたことは注目に値する。この「ひと」とは，「現在の
自分自身」，「現在共にいる友だち」，「現在共にいる教員」，「過去の自分自身」，「過去に出会っ
た保育者」，「過去に出会った教員」，「未来の自分自身」，「保育者となったときの自分自身」，「未
来に出会う子どもたち」というように，時空間を超えた多様な「ひと」との出会いとなってい
た。このような「ひと」と出会い，つながりを感じていく中で保育理解を進める体験型学習方
法は，保育者養成課程において有効な手段ではないかと考える。
本年度の栽培活動の結果をもとに，今後次の点を検証していきたいと考える。第一は，活動
の主体である対象学生が変わることで，振り返りの記述内容に相違が見出されるかという点，
第二は，栽培で取り上げる種類を変えた場合や，栽培以外の活動では記述内容に相違が見出さ
れるかという点，第三は，振り返りにおける質問文のあり方や振り返る時期によって記述内容
に相違が見出されるのかという点である。これらの検証後，翌年度以降の活動プログラム設定
を行っていくことが今後の課題である。
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